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創造的日本語教育と価値論
山 本　忠 行
要　旨
　価値論の観点から言語教育を考察すると、新たな気づきが生まれる。「利」の価
値から考えれば、知識伝授型教育を生活の向上に役立つ効率的・効果的なものにし
ていかなければならなくなる。「善」や「美」の視点で見れば、教育のあり方や質
はもちろん、教師の姿勢も変わらざるを得ない。価値論は、言語を教えていればよ
いという姿勢に陥りがちな教師に、広い視野と使命感を与え、言語教育が何のため
に、何を目標とすべきかを自覚させるものとなる。
【キーワード】
　創価教育、言語の価値、美利善、ウェルフェア・リングイスティクス
1. はじめに
　これまで 4回にわたって創価教育学に基づいた日本語教育を「創造的日本語教
育」と名付け、技術面を中心に論じてきた。山本 (20) では『創価教育学体系』
で説かれた「教育技師論」や「学習指導主義」の観点を踏まえつつ、「綴り方指
導」に見られる「文型応用主義」が日本語教育にも有効であることを示した。山本
(202) では、特に「綴り方指導」に焦点を当て、作文教育の歴史的考察から「表現
教育」の重要性を論じた。山本 (203) では言語教育改革運動の歴史を踏まえて、さ
まざまな形で誤解されている直接法による言語教育が本来どういうものかについて
再考した。山本 (204a) では、「表現教育」と「事柄教育」について掘り下げて論じ、
その違いは価値論に通じることを示唆した。
　本稿では創造的日本語教育論の締めくくりとして、こうした方法論の基盤となっ
ている価値論から言語教育のあるべき姿を探り、創造的日本語教育の原理構築を目
指したい。ただし、本稿は「価値論」そのものを論じるものではなく、言語教育の
あるべき姿を価値論から映し出そうという試みである。従来の言語教育論は効率性
をめぐる議論が中心となる。しかし、言語教育の影響力を考慮すれば、社会的使命
まで射程に入れて論じる必要がある。なぜなら言語教育は社会基盤を形成する行為
であり、社会の要請に応えるものでなければならないからである。
　本稿は価値をめぐる考察であるため、扱う内容は特に日本語教育に限定せず、国
語教育や英語教育を含む言語教育全般について論じることにする。
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2. 言語と価値の関係について
　言語や言語教育について「価値」の観点から考察した論文は、経済や政治から論
じたものぐらいで、言語教育に焦点を当てて論じたものは管見では見あたらない。
しかし、言語教育の意義や使命について考えようとすれば、「価値」の問題に触れ
ざるを得ない。牧口は価値問題を回避しては、創価教育学の真の理解は不可能であ
るとし、その理由として「人間の教育活動は人生の指導であって、人生は畢竟価値
創造の過程である。故に教育活動は価値創造の指導でなければならぬ」（『牧口常三
郎全集』第5巻：24、以下巻数のみを記す）と主張する。言語教育も例外ではなく、
学習者が言語を学ぶことによって価値創造の人生を歩めるようにすることが目標と
なる。ただし、価値の問題はきわめて複雑であり、多岐にわたる内容を含む。その
ため「創価教育の研究に於ても最難関である」（5：23）とも説く。
　創価教育の出発点が作文指導であったことについては、すでに山本 (202) で述
べたとおりである。これは当時の作文指導法が教科書の暗記と模倣であったために、
非効率な上に、生徒の生活向上に役立たないという問題意識から考察が始まったこ
とを示している。どうすれば生徒の自己実現を助け、幸福な生活を築く力を与えら
れる作文教育ができるのかという着眼点、教育実践における苦心や工夫が創価教育
の出発点となったわけである。しかしながら、それ以後の牧口の関心は地理教育お
よび教育政策や教育学などに移ったために言語教育と価値の関係については詳しく
論じられないままに終わっている。知識の切り売りや詰め込みを批判する牧口にと
って、地理学は価値をめぐる思索を深めるのに最もふさわしいものであったのかも
しれない。だが、創価教育の着想が言語教育にあったことは、牧口の創価教育学の
考え方をもとにすれば、言語教育を改革するための確固たる基盤となりうることを
示唆する。
2.1. 言語の価値
　世界に約6000 あるとされる言語は、日々それを使いながら生活している人々に
とっては水や空気と同じで、生きるために不可欠のものである。人間は言葉によっ
て人となり、言葉によって社会を形成している。意思や感情を伝える道具として見
れば、そこに機能的な差はない。一つ一つの言語はどれも何万年もの時間をかけて
それぞれの民族の中で徐々に発展し、継承されてきた貴重な遺産とも言える。とこ
ろが規模が拡大し、複雑になった現代社会では、ある言語を用いる人々は社会的・
経済的に有利になり、それができない人は生活に窮するという、力の格差に直面する。
　言語にはさまざまな価値があり、現実は平等ではない。だれもが学び、習得した
いと願う、高く評価される有力言語と、使用者も少なく、無名の弱小言語がある。
教育や研究、行政やビジネスなどさまざまな目的に利用され、有用と見なされる言
語もあれば、日常語としてしか使われない言語もある。多くの書物が出版される言
語がある一方で、書記言語が確立していない言語もある。インターネットの世界
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も多言語になったとは言っても、英語と中国語の 2言語で情報量の半分近くを占め、
上位0言語で約80％に達する (205年度調査 ) １。日本についても同様で、方言と
共通語の間には大きな格差がある。公的な場面で方言しか話せなければ、進学や就
職にも影響する。
　言語には社会的価値、経済的価値、文化的価値などが認められる。グローバル時
代を迎え、人、モノ、カネ、情報が世界中を広く移動するようになったことによっ
て国際共通語が求められる中、英語が圧倒的な地位を固めつつある。英語を母語と
する人口は 4億程度とされるが、英語を学習や仕事で日常的に第2言語として用い
る人が急増している。その数は 2世紀初めには第言語として使用する人々の数を
超えるだけでなく、さらに外国語として学ぶ者はその倍近い数になると予想されて
いる (Crystal 997)。
　言語の価値は主として「使用価値」である。他の商品と異なり、使って消費され
るものではなく、使用者が増えれば増えるほど、使用域が広がれば広がるほど価値
が上がる。多数派（マジョリティ）言語使用者は有利になり、少数派（マイノリテ
ィ）言語使用者は不利な立場に置かれる。良質の教育、社会的上昇、より高い所得
を求める人々によって、多数派言語には多くの学習者がもたらされる。「使用価値」
の高い言語は、教育産業を創出し、さらに商工業だけでなく、マスコミ、出版、映
画や音楽などへと拡大していき、「交換価値」も備えるようになるが、そういうこ
とができない「使用価値」の低い言語は「交換価値」を持つどころか消滅の危機に
直面する。こうした社会状況が「言語帝国主義」(Phllpson 992) と呼ばれる現象
を世界的に作り出しているわけであるが、多くの人々はそれを自覚していない。こ
のことは言語教育において危険なことである。
2.2. 言語意識をめぐる問題
　言語は道具の一つにすぎないという安易な考え方は、クリティカルな視点を失わ
せ、さまざまな弊害をもたらす。その一例を日本の英語教育に見ることができる。
998年の指導要領改訂によって小学校の総合学習の時間に英語活動が導入できるよ
うになって以降、専門家や現場の反対の声を無視して、効果も不明なまま多額の費
用をかけて英語教育の強化が図られている。208年度からは教科化が進められるこ
とになっている。その影響は大学にも及び、205年からはスーパーグローバル大学
創成支援事業が開始され、選定された大学では英語によって大学教育を受けるコー
スが各学部に設置される。留学生は日本語の壁を気にすることなく、英語だけで日
本の大学で学ぶことができる環境が整えられるわけである。
　グローバル化が進んでいるのだから、英語による教育を行って、英語が使える日
本人を育てるのは当然のこととする意見もあるが、こうした政策決定の背景には英
語ぐらいできなくてグローバル時代にどうするのかという考え方があることは間違
いない。そこには他の言語に対する配慮がうかがえないばかりか、授業時間数など
を見れば国語よりも英語が重視されていることがわかる２。このような政策導入に
よって、早期英語教育に拍車がかかり、英語教育産業は活気づいている。小学校の
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英語活動はまだ正式な教科化が行われたわけではないにもかかわらず、首都圏の私
立中学入試ではすでに 30校以上で英語が導入され始めている（朝日新聞205..）。
　英語が重視される一方で、多くの国で一般的になっている中学や高校における第
2外国語教育はわずか ％ほどしか実施されていない。こうした英語偏重の外国語
教育政策は、世界が目指している多言語・多文化の共生とは方向性が大きく異なっ
ており、言語意識形成の観点からは、好ましい状況ではない。なぜなら、こうした
政策は英語帝国主義を助長するものであり、他の言語の軽視や蔑視につながりかね
ないからである。また、外国語学習はその言語を話す人に親近感をいだかせ、それ
に関わる文化や価値観を無意識のうちに自分に取り込んでしまう働きがある。それ
は逆に自分がよく知らない言語文化に対する無関心につながり、子どもたちの目が
英語文化圏以外の国や民族に向かなくさせる。場合によっては他の言語を話す人々
やその文化に対する警戒心や恐怖感、差別意識や嫌悪感を抱かせかねない。英語を
通じて入ってくる情報には敏感になるかもしれないが、それ以外の言語で発信され
る情報から遠ざかってしまうことになる。これが企業や個人のレベルではなく、国
レベルとなれば、安全保障にも関わってくる。実際、アメリカはイラク戦争におけ
る情報戦の失敗に対する反省から情報戦略を見直し、2006年月に NSLI（国家安
全保障言語構想）を打ち出し、アラビア語やペルシャ語の語学要員の養成に乗り出
すことになった。
　英語ネイティブや英語が流暢な人に対しては、敬意や羨望の念をいだく一方で、
英語を話さない人や英語が苦手な人を知らず知らずのうちに軽蔑してしまう。英語
コンプレックスの問題も懸念される。英語やフランス語を公用語とするアフリカ諸
国では、言語による社会格差や経済格差は深刻な問題であり、社会の発展を妨げる
原因の一つとなっている（山本204b）。日本でもかつて方言による差別があった
ことからも分かるように、強者の言語、標準の言語が威信を持つほど、それ以外の
言語の地位は低下し、それを話す人々は差別されたり、排除されたりするところに
言語教育の恐ろしさが潜んでいる。健全な人間教育を通じて、よりよき社会を築い
ていくには、言語に対する意識問題を抜きにした言語教育はあり得ないと言えよう。
3. 価値論と創価教育学
　教育について論じるときに、価値論がなぜ重要なのであろうか。牧口は価値論の
第１章では「価値の考察は単に教育目的観念の内容としてに留まらず、教育目的を
達成する方法上の原理としても、より多く為されねばならぬ」(5:25) と述べている。
価値について考察することは、何のための教育かという理念と同時に、どのような
教育をするのかという実践法を視野に入れていることが分かる。この二者は不可分
であり、車の両輪のようなものである。
3.1. 教育の目的
　ここでは、まず教育の目的や目標に関する一般的な認識を確認するために「教育
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基本法」に定める内容を見ておきたい。
第一条　教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者
として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われな
ければならない。
第二条　教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲
げる目標を達成するよう行われるものとする。
一　幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道
徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと。
二　個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律
の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる
態度を養うこと。
（三、四、五は省略）
　ここから読み取れるのは、法律が定める目的や目標は、「国民の育成」、すなわち
日本という国家にとって必要な国民、有為な人材を育てるということである。
　ここで視点を変えて考えてみよう。教育はサービス産業の一つである。とするな
らば、受益者である生徒にとって教育はどうあるべきなのかが重要になる。それを
牧口は「生徒の幸福」であると喝破している。そして、このことを追究していくと、
「価値」の問題に行き着かざるを得ない。子供たちは小学校に入って、読み書きや
計算を習う。それは何のためか。国家としてみれば、生徒が一人前の社会人として
生きていく、社会を支える人材となるために必要なこと、すなわち基本的な知識や
技能を身に付け、規律や道徳を大切にする勤勉な人間となるように指導していけば
よいのであろう。だが、生徒側からすれば、それが幸福な人生の実現とどう結びつ
くのかが大切である。教育は知識の伝授で終わってはならない。もし教師の職が知
識の伝達にあるならば、印刷術の発達により書籍が普及すれば教師は不要になると
牧口は主張する。そして教師の業について次のように述べる。
知識という名前で表されて居る真理、若しくは道徳を人生に応用して、価値を
創造する力の啓培を図ることである。詳言すれば言語によって代表される真理
を認識し、記憶するばかりでなく、それを生活に応用して、善と利と美とを創
造する能力を増大する様、被教育者を嚮導することが、即ち教師の本務だとい
うことである。（6：247）
　牧口の考える教師の使命は、生徒が習ったことを適切に使いこなし、自己実現が
できるように支援し、幸福な人生を歩めるようにしていくことである。この裏には、
従来の教育が知識の詰め込みに汲々とし、価値創造につながっていない、役立たな
いという問題意識がある。「創価教育学」という名称の中にすでに「価値創造」と
いう意味が込められている以上、何をもって「価値」と考えるのかを明らかにする
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必要がある。
3.2. 関係概念としての価値
　牧口は「価値論」で、真理と価値の違いについてさまざまな観点から論じている。
第二章の最初のほうでは「有りのままの実在を表現したものが、真又は真理であり、
対象と我との関係性を表現したものが価値である」(5:28) と述べ、いくつかの考察
を経て次の表にまとめている。
　　　　　表　真理と価値の関係（5：233）
　　　　　　　　　概念――空間的――実在の本質
　　　一、真理　　
　　　　　　　　　法則――時間的――変化の本質
　
　　　　　　　　　美的―――美――美
　　　二、価値　　　　　　私利――利
　　　　　　　　　利的
　　　　　　　　　　　　　公利――善
　この表を示した上で、「真理は対象たる実在を客観して其の普遍の要素を本質と
なし如実に表現したるものであるのに、価値は対象と評価主体との関係によって発
生したもので、その何れかの一方に変化があれば当然価値にも変化は免れ得ないの
である」（5：236）と、価値が変化するのは評価主体の主観的要素の変化によると
論じている。ここで注目しなければならないのは、価値というのは「関係性」で決
まるという点である。
　言語そのものは「真理」に相当する。真理の本質は「対象の如実な表現」(5:235)
であり、言語なら発音、文法語彙などを含む一つの体系として社会的に存在してい
るものが相当する。教科書や辞書などの出版物や視聴覚教材もこれに含まれる。言
語を学ぶというと、このような知識を学ぶことと思われがちであるが、それは言語
を認識の対象としていることになる。単語の意味を覚え、文法規則を理解すること
は、「注意を対象に向けて、その性質状態を観念として内心に取入れた事」(5:239)
である。
　それに対して、「価値の妥当性は真理のそれのごとく普遍的ではない」(5:239) と
あるように、価値は客観的なものではなく、個々の人間との関係によって異なって
くる。したがって、言語教育の価値は、その学習者がその言語を用いてどのような
生き方をして充実感や満足感を得られるか、社会で他者と協働して何ができるかで
決まる。これは重要な視点である。価値が関係性によって決定されるのであれば、
言語教育は人間と言語、そして社会との関係性から出発しなければならないことを
意味する。
｛
｛ ｛
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　ここから 2 つのヒントが浮かび上がってくる。一つは価値が関係概念である以上、
学習者と言語との関係を重視した教育を目指すべきであるということである。
　それぞれの言語に関する知識は、創造するものではなく、発見しかできない。そ
ういうものは、教科書や辞書などで自学自習も可能である。ICT が進歩した時代を
迎え、言語の構造や意味に関するかなりの部分は独学できないことはない環境が整
ってきた。だが、実社会で通用する外国語運用力を身に付けるのは容易なことでは
ない。所定の練習や課題を機械的にこなすのではなく、その時、その場に応じて学
習者が自ら考えて発話しない限り、言語運用力は育たない。発言内容に話者との関
連性、必然性がなければ練習として意味のあるものにはならない。ここに創造的言
語教育が求められる理由がある。言語教育は「知識」として学習者に教え込むもの
ではなく、言語の構造や意味を自分の力で類推・発見し、それを活用して学習者が
生きる力として活用できる力、「知恵」を育むものでなければならない。それによ
って身に付けた批判的思考力によって、学習したことを結びつけ、活用できるよう
になる。
　もう一つは批判的思考 (crtcal thnkng) の重要性である。言語教育に携わる者
にとって自分の仕事に対して、常に複数の視点から幅広く捉えていく必要性がある
ことを示唆する。ある言語を同じように教えたとしても、人によって価値は異なる。
社会として見たときは、立場が異なれば等価値とは言えない。これが最善、これは
学習者のためと信じて行った行為が、後で悪の行為と見なされることさえある。植
民地で行われた宗主国言語の普及は「文明化の使命」の名の下に行われた行為であ
るが、支配される側の住民にとって言語や文化の破壊につながったことは、その一
例である。その意味で、在住外国人に対する言語教育政策が一方的な同化政策にな
らないようにするために、価値論の持つ意味は大きい。
　この表で、もう一つ注目すべきは価値をまず美的なものと利的なものに分け、そ
の利的なものの中に私利（利）と公利（善）があるとしている点である。これに従
えば、美の価値を創造する言語教育と利の価値を創造する言語教育は、やや次元が
異なることになる。そして利の価値については、私利と公利を意識しながら言語教
育を行うべきであるということが導き出せる。
　これらの点は創造的日本語教育を考察する上できわめて重要な点なので、詳細な
議論は第5節であらためて行う。
4. 何のための言語教育か
　価値論に基づいた教育を展開するには、教育の目的に関する考察がカギを握る。
牧口の教育に対する視点は、すでに述べたように常に生徒にとって教育がどのよう
な意味を持つのか、生徒の成長と幸福な生活に役立つ教育はどうあるべきかという
ところにある。これが創価教育の基本姿勢である。言語教育も教育の一分野である
以上、何のために言語教育を行うのかということを常に問い続ける必要がある。生
徒にとって、社会にとって、言語教育は何を目指すべきなのか、いかなる貢献がで
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きるのかという視点から、クリティカルに見ていくことが、より善い言語教育を実
践するには必須の作業となる。なぜなら言語教育は社会基盤を築くという機能を担
っている関係上、明示的であれ、非明示的であれ何らかの形で政治的目的と密接な
つながりを持っているからである。言語教育は一見すると言語というツールを教え
るだけのようであるが、時として善なる奉仕者となることもあれば、知らないうち
に悪に加担してしまうこともある。言語の背後にはそれを使っている人々と、その
文化がある。ある言語を学び、そして好きになり、使っていれば、価値観や物事の
認識にも影響を与えることを認識しておくことが、言語教師の基本的な心構えであ
る。
　4.1. 言語教育による社会貢献
　あらゆる学問は、人類の幸福な生活に寄与することが期待されていると言ってよ
い。しかしながら、「象牙の塔」という言葉に象徴されるように、学問が現実社会
と遊離しがちであることも否定できない。時には両刃の剣として災厄をもたらすこ
とすらある。そこに「価値」をもとに言語教育を再考しようとする理由がある。社
会言語科学会が設立された際に、徳川宗賢は J.V. ネウストプニーとの対談で、「ウ
ェルフェア・リングイスティクス」を提唱した。そこでは言語学者について「言語
研究が楽しい、真理の追究をしていればいいと言ってばかりいずに、それも大切で
すが、社会に貢献することも考えるべきではあるまいか、そしてこれまでの研究成
果をどのように社会に役立てるか、足りないところはどこなのか、そういうことを
考える時期になっていると考えたわけです」( 徳川999:90) と語っている。それは
経済学者アマルティア・センの「ウェルフェア・エコノミクス」という考え方に触
発されたものだとしている。だが、残念なことに徳川はこのアイデアを体系化する
ことなく急逝した。
「ウェルフェア・リングイスティクス」に相当する訳語としては「福祉言語学」「福
利言語学」「厚生言語学」などが挙げられるであろうが、意図するところは学問と
社会を結びつけようとするところにある。真理や法則を探求するのが学問であるが、
それだけでは学者の自己満足に終わってしまう。価値というのは「実在及び其の相
互関係現象の刺戟に対する情的又は智情的反応によりて感得した関係性又は力的妥
当性を持つ影響力の量的概念」(5:242) であり、関係性と影響力が重要である。した
がって、個々の学問ではその理想を実現するには限界があるため、より高い価値を
生み出そうとすれば、必然的にさまざまなものを結びつけ、総合的に活用すること
が求められる。徳川は、アマルティア・センが経済学に倫理学的な考え方を持ち込
んだように、トランス・ディシプリナリー（学際的研究）が重要であるとも語って
いる ( 徳川999:99)。細分化された学問を社会に役立てるためには、他の学問分野
との関連づけや協働が必要になってくる。したがって、言語教育に価値論の考え方
を取り入れることは、貢献可能な領域を広げ、質も高めていくことになると思われる。
　目的観の乏しい教育は、知識や技術そのものが目的となってしまいがちである。
目的が不明であるばかりか、目標も曖昧である。教えるべき項目と順序は決まって
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いても、何のためかがはっきりしないまま教えられてきた。知識をどれだけ覚えた
かで、学習者は評価される。教え方の効率によって教師の評価が決まるのであるか
ら、説明を工夫して、理解させることに力点が置かれる。言語教育であれば、正し
い発音と文字の読み書きから始まり、正確な文法、そして多くの語彙を効率的に覚
えさせることが教師の仕事ということになる。それから先は学習者の自己責任とさ
れてきた。
　だが、それでよいのだろうか。本来の語学教育の目標は単語と文法を覚えること
ではなく、学んだ言語を使いこなせるようになるところにあるはずである。言語が
道具であるからには、それを用いて何らかの目的を達成してはじめて、言語を学ぶ
意義が達成されたことになると言える。
4.2. 近代日本の言語教育とその目的
　明治以降の日本の言語教育が何のために行われてきたのかを確認しておきたい。
明治維新を迎えた日本は、西欧諸国をモデルとした近代化、国民国家建設のために
学制を敷いた。当時の日本社会は幕藩制度と身分制度によって分断されていた。学
校教育の目的は学校教育によって国民意識を涵養し、富国強兵を進めることであっ
た。
　明治時代の言語教育には 2 つの大きな柱があった。
　第一に全国共通の言語「国語（標準語）」を創成し、それを学校教育によって普
及させ、江戸時代まで地域方言（出身地による違い）と社会方言（身分や職業によ
る違い）によって分断されていた社会を統合することである。標準語の普及は、方
言を遅れたもの、価値のないものと決めつけ、その撲滅を基本方針として進められ
た。その結果、地域によっては方言札を用いた厳しい方言抑圧が行われることにな
った。
　第二に外国語を通じて近代化に必要な知識と技術を西洋から学び取るということ
である。外国語の習得はエリートになるために必須とされた。なぜなら、高等教育
はお雇い外国人によって支えられ、英語を中心に、専門によってはドイツ語やフラ
ンス語なども用いられたからである。中学や高校では週に 8 ～ 0時間が第１外国
語学習に当てられていた。高校では第2外国語がさらに 4時間加わるので、授業時
間の半分近くが外国語に当てられていたことになる。外国語運用力が求められるの
は、帝国大学等に進むわずかなエリートだけであり、そうした優秀な人材は、授業
時間が今より多かったこともあり、文法訳読法でもある程度の外国語運用力を身に
付けることができた。その一方、多くの国民にとって外国語は不要であった。たと
え必要だとしても、貿易など直接外国人に接する仕事に従事する者を除き、たいて
いは文献を読んで必要な情報が入手できれば事足りたのである。
　それが戦後は中学まで義務教育となったために、英語を必要としない国民が多い
中で外国語をどう扱うかが問題となった。そして議論の末に選択教科とすることに
なった。中学校の学習指導要領で外国語が必修教科となったのは、2002年からであ
る。制度上は選択教科とされながら、事実上の必修教科として教えられるという奇
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妙な形で、長期間にわたって英語教育が行われてきたという経緯も外国語教育の目
的を曖昧にさせてしまった一因であると考えられる。
　日本の近代教育の目的は、上に述べたように国家にとって有為な人間を作るため
の教育であり、教育を受ける側にとってそれがどのような意義を持つかはほとんど
視野に入っていなかった。被教育者は目的ではなく、手段化されていたとも言える。
国家にとって有為かどうかが重要であり、有為な人間を選別するためのふるいの一
つとして言語教育が機能していたと見ることもできる。
4.3. 年少者のための言語教育
　では、言語教育が現代社会で果たすべき役割とは何か、何を目的とすべきか。そ
こで育てるべき言語能力の目標はどこに置けばよいのか。言語力の基盤を形成すべ
き年代である年少者について見ていこう。
　学習指導要領では、国語教育の目標として次のように記されている（「小学校学
習指導要領」第2章第節）。
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるととも
に，思考力や想像力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重
する態度を育てる。
　ここに記されていることは、どの国の公用語についても当てはまることであるが、
言語の持つ機能に基づく定義である。第一に、四技能の習得であり、それを用いて
自己表現ができる、読んだり聞いたりしたことを正確に理解できる、そして周囲の
人々と適切なコミュニケーションをとることによって人間関係を築けるようになる
ことが目標となる。第二に道具教科としての役割である。他の教科を学習するため
に必要な思考力や想像力、そして日本人として求められる言語感覚を養っていくこ
とである。第三に、外国語教育にはない目標として、国語を尊重する態度を育てる
ことが目標とされている。
　小学校の外国語活動については「外国語を通じて，言語や文化について体験的に
理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国
語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を
養う」ことが目標とされている。ここでポイントとなるのは「コミュニケーション
能力の素地」であるが、具体的なイメージがつかみにくい。外国語を用いて積極的
にコミュニケーションを図ることができるようにするための指導内容として、次の
ようなことが挙げられている。（「小学校学習指導要領」第4章）
（）外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験すること。
（2）積極的に外国語を聞いたり，話したりすること。
（3）言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。
― 77 ―
山本忠行　創造的日本語教育と価値論
　コミュニケーションの楽しさを知り、積極的に他者と関わり、コミュニケーショ
ンをとることは、あらゆる学習活動において重要である。ここではどのような文型
や単語を覚えるとかいうようなことは重視されていない。年少者の場合、外国語
は嫌だ、怖いなどと一度感じさせてしまうと、その後の学習がうまく進まなくな
る。細かい文法事項や発音にこだわりすぎないようにし、通じることの面白さを体
験させ、外国語に興味を持たせることが、学習意欲を高めることになる。喜びや感
動は、年少者の言語習得において、最大のエネルギーとなる。子どもの時に言語や
文化の差異へのこだわりを克服し、異言語・異文化への許容度を広げることができ
れば、外国人と相対したときに、臆することなくコミュニケーションがとれるよう
になるはずである。肌の色や顔つきが違っても似たようなことを感じ、考えている、
同じ人間なのだという気持ちになることが、外国語によるコミュニケーションの第
一歩である。それは英語のみならず、どのような外国語であっても共通する。世界
にはいろいろな発音や文字がある、同じこともそれぞれ違った言い方をするという
ような気づきが外国語学習の土台になってくる。これが「素地」ということになろ
う。このときに、教師が英語至上主義的な態度で生徒に接してしまうと、せっかく
の外国語活動の目的が台無しになってしまうことに気をつけなければならない。
　指導要領では、言語や文化について体験的に理解を深めるための指導内容として
次の 3点が示されている。
（）外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，
言葉の面白さや豊かさに気付くこと。
（2）日本と外国との生活，習慣，行事などの違いを知り，多様なものの見方や
考え方があることに気付くこと。
（3）異なる文化をもつ人々との交流等を体験し，文化等に対する理解を深める
こと。
　こちらは音声やリズムに慣れる、言葉の面白さや豊かさへの気づき、および異文
化理解と交流について述べている。外国語教育は実用と教養という二面性を持つ。
年少者対象の外国語指導では、言語を体系的知識として教え込もうすると、うまく
いかないことが多い。それはまだ十分に認知能力が発達していない段階の指導だか
らである。文字と説明に頼って知識を詰め込もうとするのではなく、音声によるや
りとりの中でコミュニケーションの楽しさ、面白さを実感させていかなければなら
ない。
　小学校英語ばかりが注目を浴びるが、近年増加する日本語指導が必要が子どもた
ちの指導は大きな課題であり、日本語教育は大きな使命を担っている。自分の意志
で日本に来たわけでもないのに、異言語・異文化の中に投げ出された子どもたちは、
生きていくために日本語を学び取らなければならない。日本語の壁によって勉強に
ついていけなかったり、進学できなかったりする。いじめや不登校の問題も深刻で
ある。帰国しても母語能力の不足によって苦しむ子が少なくない。
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　年少者対象の日本語教育では、国語指導と外国語指導の両者を兼ねている。外国
語活動であれば、「素地」だけでよいかもしれないが、日々日本語で行われる授業
に一日も早くついていけるようにするために、日本語を使う楽しさを感じさせると
同時に、４技能の習得を図っていかなければならない。さらに教科学習との連携を
図りつつ、表現力とともに、理解力、思考力、想像力を育てる必要もある。特に
0歳未満で来日した子どもの場合は、まだ母語が十分な学習言語として完成してい
ないことが多いので、認知能力に配慮しながら注意深く丁寧な指導を行っていくこ
とが求められる。
　4.4. 言語教育改革の課題
　言語教育をよりよいものに改革していくための手がかりとして、価値論からどの
ような手がかりが得られるであろうか。そのポイントを確認しておきたい。
　言語にはさまざまな機能があるが、グローバル社会における言語教育は人間が生
きるための技術であるという側面をまず考慮しなくてはならない。日本語教育だけ
でなく、国語教育も英語教育も知識ではなく言語を使いこなす技術に指導の重点を
置くべきである。しかし、多くの言語教師の意識は知識教育や教養教育に意識が傾
きがちであり、説明によって知識を伝授することで満足してしまう。言葉の意味や
文字の読み方や書き方、あるいは教材に出てきた内容に関する知識を教え込もうと
する。多聴・多読やシャドーイングなどの人気が高まっているが、それは技術指導
ではなく、学習者の自助努力にゆだねているに等しい。
　言い換えれば、教師の目的意識の低さが原因となって、手段が目的にすり替わっ
てしまっている。泳げるようになりたい人に、楽器の演奏ができるようになりたい
人に、講義だけで済ませることはあり得ない。泳ぐこと、演奏することが目的であ
れば、実際にやらせながら、こうすればよいと助言をしたり、手本を見せたりしな
がら指導していくはずである。言語が使えるようになることが目的の場合、講義を
聴いて文法を理解し、単語や例文を覚えるのは、その言語が使えるようになるため
の手段にすぎないはずである。教科書に出てくる本文に登場した人物や出来事に関
する知識を得ることは目的ではない。教科書の内容は、言語の運用力を育てるため
の素材にすぎず、それがどれほどの名演説であれ、感動的な事柄であれ、学習者が
話したいことでもなく、ほとんど関係のない、死んだ言葉同然である。これで運用
力が育たないというのは、冷静に考えれば当然のことである。
　また、CEFR( 欧州共通参照枠）の能力記述文に基づくシラバスや CLIL（内容言
語統合型授業）などが注目を集めているが、近年提唱される教授法はどれも言語を
使うことによって習得させようとしているところに共通点がある。この時に気をつ
けるのは、使っていれば、言語能力が伸びるとは限らないという点である。教科学
習を目標言語で行えば、言語教育の目的が果たせるのであれば、海外で教育を受け
る日本人の子どもも、国内の学校に通う外国人の子どもも、その学校で使われてい
る言語の習得が飛躍的に進むはずである。ところが現実は厳しいものがあり、ネイ
ティブなみの言語能力を身に付けられるのは一部の生徒に限られる。小学校程度の
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内容なら何とかついてきても、中学や高校となると落ちこぼれてしまうことが少な
くない。それは高校の卒業率や大学進学率の低さとして表れている。
　課題遂行練習や目標言語で教科学習を行っても、使い慣れた表現を繰り返し使う
だけで表現力が豊かになるわけではない。語彙と知識を増やしても、それは言語表
現の材料を増やしたにすぎない。それをどう使うかを指導しなければならない。学
習言語能力まで伸ばすには、その言語を使う環境や機会を与えればよいのではなく、
緻密なシラバスに基づく計画的な言語指導、すなわち知識教育と表現教育の違いを
認識した指導がなされるかどうかが鍵を握る。英語を公用語とするアフリカの国々
でも、教科教育を英語で行うことで学力が低迷するばかりか、言語能力も伸びない
ことが問題視され、英語科教育の充実の必要性を叫ぶ声が出ている。同様にネイテ
ィブ教師とおしゃべりをしているだけで言語力が伸びるわけではない。それは数十
年海外で暮らしていても、ピジン英語しか話せない日本人がいることからも分かる。
言語教師に求められる姿勢は、牧口がいう「教育技師」として自らの指導技術を磨
き、向上させていくことである。こうした点はこれまでの拙論と重複する部分があ
るので、この程度にとどめる。
5. 言語使用は創造的活動
　価値論から言えば、言語運用能力の習得以上に重要なのは、それで何をするのか
である。言語技術すら身に付かない教育は論外であるが、言語能力さえあればよい
というものではない。言語を学んで何をするかで教育の価値が左右される。教える
側も、学ぶ側も明確な目的意識を持って教育学習活動を行っていくのが、価値論に
基づいた言語教育学ということになる。言語を教える・学ぶというのはどういうこ
とか。他教科の教育と何が異なるのかを再確認しておきたい。
　理科や数学であれば、定理や公式を覚えたら、それを応用して問題を解く練習を
しながら、課題解決能力を身に付けていく。社会科であれば、歴史的な出来事や関
連する人物や背景事情、ある地域の気候や産物などさまざまな事柄を知り、それら
の関係性等について学んでいくことになる。以前の言語教育は、これらの教科と同
じように文法を学習し、単語を覚え、文章を訳読する、あるいはモデル会話を暗記
するというような形で行われていた。しかし、こうした学習法では、時間と労力の
割に、成果と言えるものがなかなか目に見えない、役に立たないと批判されてき
た。それが 9世紀末から始まった言語教育改革運動につながっているわけである
が、教育現場では今もなお教科書を訳して読んで、暗記するという教え方から抜け
出せていない状況がある。言い換えれば、次々と提唱される教授法理論が、現場を
大きく変える力となり得ていないのである。
　言語教育を実のあるもの、より価値あるものにするためには、他教科との違いを
明確にした上で、どうあるべきかを考えなければならない。最も大きな違いは、言
語は人間の思考活動と直結しているということである。言語の習得は、自身が考え
たこと、感じたことを言語によって表現できる、他者が表現したものが理解できる、
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さらにそれに応じて適切なやりとりを展開していくことが必要になる。だが、それ
は教科書に示されたモデル会話や本文といったものを暗誦することによってできる
ようになるものではない。相手や場面、意図や感情によって千変万化するものであ
る。言語活動は本来、創造的なものであり、既存の定式化されたものを反復練習に
よって覚えて使うというようなものではない。
　別の観点から述べれば、言語教育の成否は、いかに教科書を使いこなすかという
よりも、いかに教科書依存を脱するかというところにかかっている。同じような内
容のやりとりであっても、実際の発話場面は千差万別である。アルバイトの店員は
マニュアル通りの発話でたいてい問題は起こらないとしても、客が常に予期した反
応をするとは限らない。朝、友人と出会ったようなときでも、「おはよう」という
ときもあれば、相手の様子によっては「あれ、だいじょうぶ」「ねむそうだね」な
どというときもあるだろう。目上なら丁寧な表現となるし、仲良しグループであれ
ば、ふざけた挨拶や仲間内で決まった表現が使われるときもある。モデル会話は、
何の話か分かるように作られているが、実際の会話では互いに了解済みの事項は言
語化されにくいので、「どうなった」だけで済ませることもある。
　現実のコミュニケーションは臨機応変の対応力が求められるが、それを教室とい
う限定された環境で完全に身に付けることは困難だとしても、授業そのものが生き
たコミュニケーションになるようにする工夫があれば、現実場面でもある程度は対
応できる力を育てられるはずである。言葉というのは、自分の心、思いを言葉に乗
せてだれかに伝えてはじめて、言葉を発したことになる。だれかが書いたものをそ
のまま暗記しても、それはまさにオウムが人の言葉を意味も分からず真似するのと
同じであり、コミュニケーション活動にはならない。教材で学習した内容を踏まえ
つつも、学習者と生きたコミュニケーションを心がけて語りかける工夫をすること
である。言葉の使用は創造的活動であるというところから出発してこそ、本来の言
語教育が築かれるのである。
5.1. 言語による価値の創造
　言語使用は創造的活動であるというからには、価値論で説かれる美・利・善をい
かに創造するかということが課題となる。
　山本 (204) では言語指導レベルを３段階に分けて考えることを提唱し、従来型の
知識中心の教育を「真」を重視する教育であり、「事柄教育」と位置づけた。「事柄
教育」では言語という対象について説明をし、理解させ、暗記あるいは模倣をさせ
ることが中心となるが、それは価値を創造しているとは言いがたい。
　これに対して、学習者にとって「利」となる実用的技能を重視する言語教育を「表
現教育」とした。学習者に生きる力を獲得させることを目標とし、そのための表現
や運用の技術を身に付けさせることを目指すものである。日本語教育は、学習目的
や環境、あるいはレベルによって異なるが、一般に数百時間、長くても千時間ほど
で行われるものである。サバイバルコースや職場教育などになると数十時間しかな
い場合もある。そうした限定された環境で可能な創造的教育とはどのようなものか
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を熟慮した結果たどりついたのが「表現教育」である。入門期から自己表現を意識
した指導を行っていく。教師は教科書の内容を説明したり、読ませたりするのでは
なく、最初からジェスチャー、あるいはレアリアやイラストなどを使用しながら、
学習者に即した語りかけや問いかけを行う。教師が適切な働きかけ方をすれば、学
習者は未知のことであっても、類推によって意味や構造を判断し、返答をする。生
きたコミュニケーション活動がそのまま導入であり、練習である。教室作業は、で
きるだけ学習者の現実生活に即したものにしていく。教科書はどういう手順で学ん
でいくかを示す一つの指針であり、学習活動の後の確認用に用いることを原則とす
る。
　こうした教育が「利」に当たると言えるが、山本 (204) で論じなかった「美」や
「善」も含めて、さらに考察を進める。
5.2. 言語によって表現されるもの
　価値を創造する言語教育の議論に踏み込む前に、人が言語で表現するものについ
て考えておきたい。言語は情報伝達手段と言われるが、伝えるものは単に情報や知
識だけではない。言語によって表現されるものは、すべて人間の精神活動の結果で
ある。その領域は一般に知・情・意に３分類される。ということは言語活動もこれ
に応じて分類されるはずである。文科省の「言語活動の充実に関する指導事例集」
を見ると、第2章「言語の役割を踏まえた言語活動の充実」では次のように整理さ
れている。（これは小中高を通じて、基本的な部分は同じである。）
() 知的活動（論理や思考）に関すること
ア 事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること
イ 事実等を解釈し説明するとともに，自分の考えをもつこと，さらに互い
の考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の考えを発展させること
(2) コミュニケーションや感性・情緒に関すること
ア 互いの存在についての理解を深め，尊重すること
イ 感じたことを言葉にしたり，それらの言葉を互いに伝え合ったりすること
　これを見ると、学校教育としては知的活動を重視していることがわかる。() の
アが「知」、イが「意」に相当すると考えられる。また言語技術としてみれば、()
が中心となり、(2) は「情」の部分である。言語と言うよりも言語を用いる態度の
要素が強いと思われる。
　では、日本語教育としての言語指導はどうあるべきか。母語話者の場合は、基本
的な言語能力を身に付けてから学校教育を受けるわけであるが、第2言語としての
教育の場合は、この知・情・意のバランスを考える必要がある。特に年少者の場合、
自分の感情を適切に言語化できない、他者に伝えられないということになると、人
格形成や人間関係に影響する。留学生や成人対象の場合、初級用では文型積み上げ
式の教科書で情報伝達型の文型を中心に習い、中上級では説明や評論などの文章を
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読むことが一般的である。そのため、いざ自分の意見や気持ちを伝えようとすると、
十分に言語化できずに相手に伝わらない、誤解されるなどということが起きやすい。
母語話者は家庭や生活経験、あるいは小説やドラマなどから「情」や「意」の伝え
方を自然に学んでいくことができるが、外国人の場合はそれができない。しかも意
見や気持ち表すには、説明文と比べて各段に多様な表現や語彙が用いられる。第2
言語教育では、それを年齢相応に、場面に応じて適切に表現できるように指導して
いくための工夫が求められる。特に最近の中上級教材は、内容重視教育の影響から
か、トピックや内容の面白さで素材が選ばれる傾向が強くなっていることにより、
文章の多様性の面で見ると偏りが目立つ。これは人間教育の観点からすると、問題
である。
5.3. 言語による「利」の創造
「利」というと経済的な価値と捉えられがちであるが、価値は「感動的反応たる
情的活動から構成した量的概念」(5:297) との考えに基づけば、学習者が学習した言
語を実生活において活用し、所期の目的を達成して満足や喜びを感じれば、それは
「利」の創造をしたことになる。日本語教育の主たる目標は、ここにあると言って
も過言ではなく、Can-do が重視される所以もここにある。道が分からなければ道
を尋ねる、頼みがあれば依頼をする、友人を誘って出かけるなどが初級段階の例で
ある。ある程度学習が進めば、学部や大学院での学習や研究のため、卒業すれば就
労のため、よりよき人間関係を作っていくため等々、活動の幅が広がるが、どれも
自分の要求や目的を達成するための道具としての日本語である。学生なら講義を聴
き、レポートを書いたり、発表をしたりする。会社に勤めれば、会議や営業のため
の日本語も必要になる。観光ガイドとなって観光客を案内することもある。研究者
となれば、文献を読んだり、研究発表や議論も行い、さらに講義をしたりする。中
にはマスコミに就職して、原稿の執筆をしたり、テレビで解説をしたりする者もい
る。こうなれば言語力が生きるための手段となり、収入や地位に結びつき、文字通
りの「利」の価値を生む。
　教える側としては、学習効率・効果を上げるために最大限の努力と工夫をする。
これも学習者個人にとっての「利」となる。その上で教える側の意識に、何のため、
どう使うのか、ということが加わってくれば、学習者もしっかりとした目的意識を
持つことができる。モチベーション・デザインとして J.M.Keller(200) が挙げてい
る４因子、Attenton（知的好奇心）、Relevance（関連づけ）、Confidence（自信）、
Satsfacton（満足）は、価値論から見れば学習者に「利」を意識させることで、学
習動機を高めると言える。特に生活者対象の日本語教育の場合、文型積み上げ式の
日本語教科書を使って、文法構造を細かく指導していくことは、時間がかかるばか
りで、学習意欲を減退させる原因となるばかりか、使えないという不満が往々にし
て出てくる。また、居場所作りだということで、おしゃべりをするだけでは、本来
の目的である日本語能力を伸ばすことは難しい。学習者側の視点に立って、必要な
語彙や文型、使用場面に配慮し、最大の効果を上げるための指導を心がけなければ
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ならない。一人一人の学習者が「利」の創造をしていくことができるように配慮す
ることは、語学教師の使命である。
「利」に対して「害」に対する注意も必要である。言語教育の「害」とは何か。「ウ
ェルフェア」という観点から言語問題を考えれば、それが見えてくる。日本語教育
の場合は、小さい子どもに日本語を教えることによって母語が喪失する場合がある。
これは親子のコミュニケーションを難しくしてしまい、アイデンティティ形成にも
悪影響を与える。年齢などの影響もあるが、親および子どもの言語意識が最大の要
因である。親は家庭で母語を使っていれば、子どもは自然に習得すると思っている
が、幼稚園や小学校に通うようになると、急速に母語を使わなくなり、運用能力が
低下、あるいは消滅してしまう。子どもの側は、周囲が日本語を使っている環境の
中で、自分の言語や文化に対して自尊感情を持てなくなってしまい、母語を継承し
ようとする意欲が薄れてしまう。
　第2言語教育は、道具としての教育とともに、異文化理解の役割も担っている。
異言語・異文化を理解、尊重する態度を涵養しなければならない。異言語・異文化
の蔑視は、摩擦や対立を生み、いじめや差別の原因ともなる。日本語教育に限らず、
外国語教育は差異へのこだわりを乗り越えさせ、多様性が自分の生活を豊かにする
ということに気づかせることが重要である。英語を特別視するような態度を教師が
取れば、英語至上主義、英語崇拝が子どもたちの心に知らず知らずのうちに植え付
けられてしまう。英語に対して苦手意識を持った子どもは、外国語コンプレックス
によって劣等感や卑屈感に悩まされることになる。言語教師は、広い視野に立ち、
寛容性を持つことによって、こうした「害」を生まないようにしなければならない。
　5.4. 言語による「善」の創造
　山本 (204) では「表現教育」に絞って論じたので、「美」と「善」については触
れなかったが、本来の創価教育は「利」「美」「善」すべての価値を対象としたもの
である。創造的日本語教育も、「利」に留まらず、美や善の創造につながることを
理想とする。本稿では「善」と「美」を次のように位置づけたい。
表2　価値論と言語教育の位置づけ
善 人間教育
美
文化・芸術
利 表現教育 楽しみ・豊かさ
真 事柄教育
　すでに 3. で示したように牧口は利的な価値を「利」と「善」に分けた上で、後
者の特徴を「公利」と捉えている。つまり「善」の創造とは、個人の「利」の追求
から、その目指すものが自分以外の他者、公的なものになった場合である。「利他」
― 84 ―
通信教育部論集　第18号　（2016年3月）
的な行為と見なすこともできる。生きるための言語活動は、本人にとって利益であ
るばかりか、使い方次第で友人や家族、コミュニティなど周囲にも広く利益をもた
らすことができる。言葉によって親や兄弟を喜ばせたり、励ましたりすることもで
きる。これは「善」の創造の一端である。言葉は人と人の心をつなぐ最大の武器で
ある。言語教育は、異言語・異文化の壁を乗り越え、人の心に橋を架け、平和と共
生の基盤を築くためのものである。偏狭な価値観によって、視野狭窄の人間を作る
ようなものであってはならない。
　何気ない一言が、人の心に希望と勇気の灯を点すこともある。地域の日本語教室
にはさまざまな生活者が悩みを抱えながらやってくる。その時、日本語教師は日本
語を教える役割にとどまらず、身近なよりどころとして悩みに耳を傾け、励ました
り、アドバイスをしたりすることが期待されている。そこで生きる元気を取り戻し、
自立できるようになった人が、さらに他の生活者を支えていくようになれば、善意
の輪の拡大が可能になる。異なる価値観の人間が出会えば、対立や摩擦も必然的に
生じてくる。その時に、言葉は和解のための武器となる。時には弱者を守るために、
悪と戦うために、正義の言論戦をしなければならなくなることもあるかもしれない。
言語の力は、社会のさまざまな場面で「善」の創造を可能にするのである。それが
世界的規模に広がれば、平和を守る武器として機能する。そのための言語教育は、
厳しい言論戦にも耐えられる高度なものを目指すとともに、異言語・異文化に対す
る寛容さ・包容力を育てるものでなければならない。
「善」に対する負の価値は、言うまでもなく「悪」である。人を幸福にすることも
あれば、人を傷つけたり、だましたりするものもある。人をつなぐこともできるし、
人と人の間に壁や溝を作ることもある。対立や争いを生むこともあれば、強い信頼
関係を築くこともできる。異言語・異文化が接触する最前線が日本語教育の世界で
ある。誤解を防ぐ技術、人と協調して生きていくための言葉の使い方を指導項目の
中に入れておく必要がある。人間関係を分断するものは「割る＝悪」であるとの意
識を持って、言語教師は教育に当たりたいものである。
5.5. 言語による「美」の創造
　通常の言語教育において、「美」に関するものは文学教育以外ではほとんど取り
あげられることはないが、価値論において「美」をどのように捉えられるのか。牧
口が価値の分類を試みた第5章では、次のように整理されている (5:325-326)。
一、美的価値＝部分的生命に関する感覚的価値
二、利的価値＝全人的生命に関する個体的価値
三、善的価値＝団体的生命に関する社会的価値
　牧口は美的価値を感覚的価値、部分的生命に関するものと捉え、「我々の精神に
軽快なる驚異的感情を惹き起す程度の変化を表す感覚的対象で美という歎称を与え
るものである」(5:325) と述べている。美は感覚的なものであるために、同じ対象に
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対して何も感じない人がいたり、あるいはつまらないと感じる人がいる点で定式化
することが困難である。しかし、言語によって作り出される美も、価値創造である
ことは間違いない。その中には落語や漫才といった庶民向けの話芸から、詩や小説
などの文学作品まで含まれる。感動的な朗読や心に残る話し方も言語による美の創
造ということになろう。芸術として歴史的な評価に耐えるものは、才能と努力の結
果生み出されるものである。それを生業とするには、職業としての特別の訓練が必
要となり、日本語教師の使命とは次元が異なる。
　だが、心地よくさせる、あるいは人を楽しませる、喜ばせるということは、だれ
もが日常の円滑なコミュニケーションのためにも大切なことである。一般的な言語
教育の対象としては、人間関係をよくするための話し方や文章の書き方というのが、
現実的なところと言える。どのような話し方をすれば人の心に響くのか、発声法や
抑揚の付け方、ポーズの入れ方などの音声に関する基本的な指導、わかりやすい話
し方、相槌の打ち方やターンの取り方、談話展開の工夫や話題の選び方などの指導
を受けたかどうかで、その後の言語使用は大きく変わってくるであろうし、職場で
の人間関係を築くためにも役立つに違いない。書に興味があれば、書道の手ほどき
をすることも、言語による美の創造につながる。
　美に対する反価値は醜である。人を不快にさせる下品な話し方もある。社会で生
きるための言語は、意図が伝わればそれでよいというものではない。話し方によっ
ては、軽く見られたり、疎まれたり、誤解されたりする原因となる。言語教師は、
実用的言語教育で満足するのではなく、より美しい言語が使えるように、さらに芸
術的価値の一端にでも学習者が触れられるように自らも研鑽を重ねていかなければ
ならない。
6. おわりに：言語教育にとって価値論とは
　価値論は言語教育を改革していく上でカギとなるような視点を提供してくれる。
まず、言語教育は一般に、文法や語彙などの知識を説明によって教えることで満足
する「事柄教育」に陥りがちである。これではどんな教材もほとんど学習者の生活
には役に立たない。「利」の視点に立てば、教え方も学び方も変わってくる。いか
に生活に関連づけて「利」の価値を創造するかが創造的言語教育の出発点である。
　また言語教育は、単なる技術教育でよしとしてはならない。言語は意思や情報の
伝達手段であるとともに、社会や文化を支える基盤である。人が日々生きるための
コミュニケーションを豊かで快適にしてくれるものでもある。これが「善」と「美」
の視点である。「利」と「善」は表 から分かるように、私利と公利で連続性があり、
善の創造は教育の根本的な目標である。それに対して、美は感覚的価値であり、部
分的なものである。そのレベルは前節で論じたように日常的なものから文化・芸術
と言えるものまで幅広いと考えられる。
　学校教育としての言語教育は、時間や資源の制約上「利」に焦点を当てた「表現
教育」が中心になる。言語能力の習得は学習者にとって生活の質のみならず生存ま
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で左右する。自己表現の幅を広げ、他者とつながり、共生の道が開ける。教育や就
労の選択肢も増える。だが、それだけでは本当の創価教育とは言いがたい。より善
い社会を築き、支える豊かな価値創造力を身に付けた人材を育成するには、「善」
「美」を視野に入れた言語教育にしていかなければならない。言語教育の理想は、
異言語・異文化のぶつかり合いを通じた人間錬磨であり、全人的教育である。
　言語教育は政治手段として利用されやすい性質を持っている。その悪弊を防げる
かどうかは言語教師の価値観にかかっている。歴史的に教師の善意が結果的に悪に
つながったことが少なくないことは、すでに論じてきたとおりである。グローバル
化によって世界中の人々が移動する時代を迎え、言語教育の重要性は増すばかりで
ある。日本語ができないために苦労している在住外国人への支援はエンパワメント
であると同時に、母語や母文化の軽視につながることもある。グローバル人材育成
が英語崇拝の気持ちを植え付けてしまえば、英語以外の言語話者に対する差別感情
につながりかねない。言語と価値の問題に関する理解の有無は、さまざまなところ
に影響が波及する。言語教師は幅広い視点から、自らの職務をクリティカルに捉え
ていくことが求められている。それを支えるのが価値論であると言ってよい。教師
の意識改革ができれば、技術教育として軽視されがちな言語教育に対する見方も変
わってくるであろう。
　本稿で扱うことができたものは、「価値論」の一部にすぎない。今後さらに思索
を重ね、創造的日本語教育の原理的基盤を確固たるものにしていく所存である。
注
１） Internet World Stats の統計による。
２） 202年度施行の中学校学習指導要領では、中学3年生の国語は年間05時間、
外国語（英語）40時間と定められている。
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